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１．はじめに 
  相模原市立中学校教育研究会保健体育科研究部では「『主体的･対話的で深い学び』の実現に向け

た授業改善 ～保健分野における指導と評価の工夫～」を柱に研究を進めている。保健分野での各

観点の評価規準の設定や見取る方法、評価のタイミングや指導･評価方法を６グループに分かれて協

議や教材研究を行った。指導と評価の一体化を目指した授業研究を行う中で、生徒たちにとってよ

り良い学び、信頼性のある評価へとつなげていけるよう取り組んでいる。 

 

２．研究の概要やねらい 
  本研究では、学習指導要領の「学びに向かう力、人間性等」に焦点を当て、保健分野における「主

体的に学習に取り組む態度」の評価と指導方法に重点を置いた。本研究にあたって、私自身が「主

体的に学習に取り組む態度」を評価する際には、授業中の観察を評価資料の一つとしているところ

がある。今回は観察だけでなく、形（記録）として残す評価資料の検討と、指導と評価の一体化が

図れる授業について、本市の研究の中の「主体的に学習に取り組む態度」を扱う２グループの授業

実践から授業検討を行い、研究を進めた。 

 

３．研究について 
（１）グループ①での研究について 

単元を「第１学年 (１)健康な生活と疾病の予防 (イ)生活習慣と健康」とし、指導法、授業

展開の検討及び授業実践を行った。 

 

ア 指導法、授業展開の検討 

国立教育政策研究所より出されている「『指導と評価の一体化』のための学習に関する参考

資料」より、「主体的に学習に取り組む態度」については単元全体で評価し、診断的評価、形

成的評価、総括的評価で見取るとされている。今回は総括的評価に着目し、「生活習慣と健康」

の単元の５時間計画の５時間目で行う「調和のとれた生活」の授業で研究を行うことにした。

１時間目から４時間目の授業で得た運動、食事、休養・睡眠の知識を活かし新たな課題の解

決に向けて、生徒一人一人が主体的に取り組み、発表することを評価の対象にした。その際

に、タブレット PC を活用し、付箋共有ソフトで考えをまとめ、班で共有させることで、形

（記録）として残る評価資料にする方法を検討した。 

 



イ 授業実践 

学習指導要領では、「学びに向かう力、

人間性等」に関する資質・能力の育成に

ついての目標を「生涯を通じて心身の健

康の保持増進を目指し、明るく豊かな生

活を営む態度を養う。」としている。本時

の授業実践では、「運動、食事、休養・睡

眠の間にはどのような関係があるか、前

授業までに学んだ知識を活かし、実生活

に結びつけ発表することができる」を学

習のねらいとした。 

 

授業の展開では、調和のとれた生活をおくるためにそれぞれの関連性を考え、今の自分の

生活と、未来の理想の自分の生活を付箋共有ソフトでまとめ、発表用資料を作成した。また、

班で発表し合うことを通して考えを深めている場面があった。考えをまとめるにあたって、

その根拠となるものをいままでの学習から得ることや、タブレット PC を活用して生徒自身

で調査することを促していた。 

 

判断の目安 

Ａ：十分満足できる 
「健康の成り立ち・運動・食生活・休養睡眠」で学んだ知識をもとに、

よりよい日常生活を考え実生活と結びつけ理由を伝えることができる。 

Ｂ：おおむね満足できる 
「健康の成り立ち・運動・食生活・休養睡眠」で学んだ知識をもとに、

自分の考えを他者に伝えることができる。 

Ｃ：努力を要する 
学んだ知識を生かせず、その場の考えのみ伝える。または、書くことが

できる。 

 

上記の判断の目安を念頭に置き、生徒が主体的に学習に取り組めるようにするための工夫

として、前時までの学習のふりかえりを生徒自身で行う時間を設けるとともに、班活動の際

には、「３つの【な】プラス」として、「なぜそれを書いたの？」「なぜそう思ったの？」「な

るほど！」「プラス書き（相手の意見に書き加えること）」のポスターを黒板に掲示し、互い

の意見をより深め合える仕組みづくりをすることで、生徒の意見が生徒同士の会話の中で深

まっていくよう働きかけていた。 

 

 



ウ 今後の課題の検討 

タブレット PC の活用により、課題

を投げかけることや生徒同士の意見の

共有が簡単になり、主体的に学習をす

るきっかけにすることができたが、言

葉をまとめられない生徒や文章を書け

ない生徒への支援が欠かせない。しか

し、形（記録）として残るものを作成

させることや、班での話し合い・学び

合いの時間を多くとる授業展開にする

ことで、生徒一人一人の発言を拾いやすい印象があった。付箋共有ソフトで作成した資料だ

けでは生徒も時間内に書き切れない思いもあるため、聞き合う姿や話し合う姿の見取りを行

うことを続ける必要があると考える。 

 

（２）グループ②での研究  

単元を「第１学年 (２)心身の機能の発達と心の健康 (エ)欲求やストレスへの対処と心の健

康」とし、指導法、授業展開の検討及び授業実践を行った。 

 

ア 指導法、授業展開の検討 

本実践も総括的評価に着目し、「心と体の関わり」の授業で研究を行うことにした。本時の

授業では、心と体がどのように影響し合っているのかについて、「①他者観察」と「②自身の

実体験から今後の対処法を考える」の２つの活動を通して学習を進めた。その中で、生徒一

人一人が今後の生活に活かすための具体的な対策を考え、班で共有し合うことを評価するこ

とにした。その際、単元を通して毎時間の学習で記録する「保健分野 単元学習カード」と、

本時のみ使用する「『心と体の関わり』ワークシート」を用いて意見共有をさせることで、形

（記録）として残る評価資料にする方法を検討した。 

 

イ 授業実践 

本時の授業実践では、「心と体の関わりについて、健康に関する資料などを見て理解し、こ

れからの生活に活用する方法を考える」ことを学習のねらいとした。「①他者観察」の活動で

は、身体に起きる反応には、その時の緊張感や不安感などが関わっていることを体験できる

よう、教員から指名された生徒が起立して質問に答える様子を観察し合い、その様子を単元

学習カードに記述した。「②自身の実体験から今後の対処法を考える」の活動では、実生活に

おいて緊張や不安を感じた場面を思い出し、それらにどう対処するかを個々で考え、班で共

有し合った。その際、ワークシートを活用し、生徒一人一人が考えをまとめるとともに、仲

間と共有し合うことで考えを深めている場面があった。 



 

 

 
（上・中）「保健分野 単元学習カード」 （下）「『心と体の関わり』ワークシート」より一部抜粋 



 

判断の目安 

Ａ：十分満足できる 学習したことから具体的な例を挙げ、今後の生活に活かそうとしている。 

Ｂ：おおむね満足できる 学習したことを今後の生活に活かそうとしている。 

Ｃ：努力を要する 学習内容を理解したところで留まっている。 

 

上記の判断の目安を念頭に置き、「実生活をよりよくするための有効な方法について、実体

験をもとに自ら考えること」「考えた内容を仲間と共有し合い、さらに考えを深めること」を

生徒に促すために、日常生活で起こりそうな場面から、緊張や不安などへの対処法を考える

ことで想像しやすく、自ら考えることにつながっていたと感じる。 

 

ウ 今後の課題の検討 

今回活用した形（記録）に残る評価資料と、観察から見取る評価資料のバランスについて

は、今後も検討が必要だと感じた。また、本時のような身近なテーマであっても、考えたこ

とを文字化・言語化することが苦手な生徒や、普段からスポーツの試合や学習発表の場に立

つ経験の差があり、学習したことと実生活を結びつけることが難しい生徒は記述も悩んでい

るように見えた。さらに、判断の目安の設定について、評価の違いを明確に示すことも今後

検討の余地がある。 

 

 

判断の目安の設定例 

Ａ ⇒『学習したことから具体的な例を挙げて、今後の生活に活かそうとしている。』 

Ａ゜⇒『Ａの内容に加え、他者の健康にも配慮した視点で考えている。』 

 

具体的な記述例 

（Ａ評価） 

「発表の場で緊張しないためには、人に聞いてもらっていることを想定し、鏡の前で何度もくり返

し発表の練習をするようにする。」 

（Ａ゜評価） 

「また、他の人が発表する時には、その人が安心して話ができるように、話し手の方を向き、相槌

を打ちながら話を聞くように心がける。」 

 

 



４．研究の成果と課題 
（１）研究の成果 

「主体的に学習に取り組む態度」における形（記録）として残す評価資料やそれらを判断する

目安を設定することで、観察による評価の裏付けにもなり、より信頼性のある評価にすることが

できた。また、生徒にどのような内容の資料を作成させるか事前に計画することで、生徒にどの

ような指導や支援が必要かを考えることができ、指導と評価の一体化を図ることができたのでは

ないかと思う。 

 

 （２）今後の課題 

生徒が学んだ知識を基に思考・判断・表現することを通して、主体的に学習に取り組む態度が

現れると感じた。しかし、知識が伴わない生徒、文字や言葉での表現が苦手な生徒でも毎回の授

業に真剣に取り組み、班活動で活発に話し合う姿があることから、観察による評価（見取り）は

欠かせない。その中で、生徒一人一人への支援や評価の工夫が必要であると考える。引き続き、

指導と評価をつなげて考え、タブレット PC の活用方法や生徒へ投げかける言葉がけを探求してい

きたい。 
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